
第１６８回福島県新型コロナウイルス感染症対策本部員会議 

 

１ 日時 令和５年１月６日（金）１６：００～１６：１１ 

２ 場所 危機管理センター災害対策本部会議室（ペーパーレス会議） 

３ 議事 

（１）新型コロナウイルス感染者の状況等について 

（保健福祉部長） 

５ページ、資料１をお願いいたします。 

【資料１】 

昨日（５日）の新規陽性者数は、３，１０１人でございます。 

新規陽性者は、年末年始の間、前の週の同じ曜日を下回る日が多い状況でしたが、ここ

二日続けて前の週を大きく上回っており、今後の感染状況を注視していく必要があります。 

次に、４ページ。 

５日現在の療養者の状況です。 

確保病床の入院者は、３４３人です。このうち、重症者が２人となっております。なお、

確保病床外に入院している方も含めた入院者数は４４７人です 

宿泊療養施設入所者数は、２６１人となっております。 

次に、６ページ 

人口１０万人当たりの１週間の新規陽性者数は、７１２．３８人（５日現在）となって

おります。年末年始の間、大きく減少しておりましたが、一昨日から上昇に転じておりま

す。 

次に、８ページ 

確保病床の使用率は、４４．８％（５日現在）となっております。 

１２月３０日から５０％を下回り、レベル２の水準で推移しておりますが、引き続き高

い水準となっております。 

次に、１１ページ 

「重症者用の病床使用率」が、４．３％、 

発熱外来患者の状況を示します「一週間の医療機関報告新規陽性者数」が、 

９，００５人となっております。 

「保健医療の負荷の状況」、「社会経済活動の状況」、「感染の状況」を総合的に勘案いたし

ますと「レベル２」と考えておりますが、医療への負荷が大きな状況が続いていることか



ら「福島県医療ひっ迫警報」を発出しており、医療への負荷を減らす取り組みを呼び掛け

てまいります。 

【資料３】 

次に、１３ページ 資料３をお願いたいします。 

県内の季節性インフルエンザが流行シーズンに入りましたので、新型コロナウイルスと

の同時流行への注意を併せて呼び掛けてまいります。 

（２）新型コロナワクチンの接種状況等について 

 （病院局長） 

１５ページ、資料４をお願いします。 

【資料４】 

１月４日時点の接種実績については記載のとおりになります。 

このうちオミクロン株対応ワクチンの接種回数につきましては、 

累計で，７９０，１８９回、全人口に対する接種率は４２．９％となっており、全国にお

ける接種率３６．０％を６．９ポイント上回っております。 

特例臨時接種の期限につきましては、現時点で令和５年３月３１日までとなっているこ

とから、新型コロナワクチンをできるだけ多くの方が接種できるよう、引き続き接種促進

に取り組んでまいります。 

（金光教授） 

年末年始に人の動きが増えましたから感染者数は増加に転じている。（この傾向は）し

ばらく続くと思っております。 

また、心配なのは、これから学校が始まりますので、学校が感染の場としてまた広がる

ことがあり得ます。 

同じように会社でも起こり得ると思いますが、体調不良があればお休みする、あるいは

医療機関を受診する、あるいは自己検査をするということをしっかりと守って、会社ある

いは学校で広げないようにしていただきたいと思います。 

また、これから成人式、集合形式で執り行われるとお聞きしてございますが、成人の役

目として、感染対策をしっかりとした上でのお祝いの会にしていただければと思います。 

 （知事） 

医療提供体制が極めて厳しい状況にある中、県民の皆様の命と健康を守るため、年末年

始も引き続き、感染症対策や医療の現場で献身的に御尽力いただいている医療関係者の皆

様に、心から感謝申し上げます。 



また、感染拡大防止に向けた取組に御理解、御協力を頂いている、県民の皆様、事業者

の皆さんに深く感謝を申し上げます。 

全国では、年末年始に入り、新規陽性者数が前の週の同じ曜日を下回る日が続いており

ましたが、昨日の発表では２２万人を超え、１２県で過去最多を更新するなど、感染が再

び拡大しています。 

県内の新規陽性者数は、１２月１６日に「福島県医療ひっ迫警報」を発出して以降、前

の週の同じ曜日を下回る日が多く見られましたが、ここ２日間は続けて３千人を超えてお

り、感染が再拡大しています。 

新規陽性者数が多い状況が続き、外来診療の増加に加え、症状が悪化する方や入院を必

要とする方、介護を必要とする方も出てきており、医療現場の負担が非常に大きくなって

います。 

また、濃厚接触者や陽性者となる医療従事者が増加し、外来や病棟のスタッフが不足し

ているほか、院内クラスターも多数発生するなど、医療機関の対応力も低下しています。 

さらに、救急車の受入困難事案が発生し、一般医療への影響も生じているなど、本県の

医療提供体制は依然として厳しい状況が続いています。 

このため、昨年末に県医師会長、県病院協会長との三者による共同メッセージを発出し、

県民の皆様に向け、基本的な感染対策の徹底などについて、呼び掛けを行いました。 

県民の皆様におかれては、共同メッセージや「福島県医療ひっ迫警報」でお願いしてい

る次の二点について、引き続き、御協力をお願いします。 

一点目は、「医療機関の負荷を減らす」ための取組です。 

外来診療への集中を防ぐため、発熱等の症状が現れた場合には、検査キットを活用して、

積極的にセルフチェックを行ってください。 

また、緊急性の高い症状の方や重症の方の命を守るため、救急外来や救急車の適正利用

をお願いします。 

さらに、体調不良に備えて、抗原定性検査キットや解熱鎮痛薬等の事前購入をお願いし

ます。 

二点目は「感染者を減らす」ための取組です。 

まず、オミクロン株対応ワクチンの速やかな接種をお願いします。 

次に、症状がある方と接触した方や、家庭内に症状のある方がいる場合には、御自身に

症状がなくても、慎重な行動をとってください。 

また、大人数や長時間にわたる会食への参加は感染リスクが高まります。御自身だけで



はなく、御家族の体調なども含めて、慎重な判断をお願いします。 

明日から３連休に入ることで、旅行などに伴う人の移動、普段会わない人や大人数での

会食などが増え、感染するリスクが高まります。 

例えば、成人式では普段会わない人が集まり、会食する機会もあろうかと思います。そ

うした場面での感染が、家庭や職場、学校等において広がってしまうおそれがありますの

で、参加される際には、基本的な感染対策の徹底を改めてお願いします。 

また、来週から多くの小中学校で３学期が始まります。学校や職場における感染拡大を

防ぐため、登校や出勤の前にもう一度感染対策の確認をお願いします。 

まず、御自身と同居家族の検温や健康状態のチェックをしてください。 

また、発熱等の症状がある場合には、無理をして出勤しない・登校しない、させないよ

うにするとともに、御自宅でもマスクを着用し、部屋もできる限り分けるなど、感染を拡

大させないための対応をお願いします。 

県民の皆様お一人お一人が、「うつさない」「うつらない」という強い危機意識を持って、

感染対策を徹底していただくようお願いします。 

県内は、感染が再拡大しており、医療提供体制が極めて厳しい状況が続いています。 

さらに、季節性インフルエンザも３年振りに全国的な流行シーズンに入るなど、新型コ

ロナとインフルエンザとの同時流行も懸念されます。 

こうした中で、感染の拡大を防ぎ、医療を守ることは、御自身や大切な方の命と健康を

守ることにつながります。感染対策の徹底や医療機関等の適正利用により、日々の新規陽

性者を減らし、医療提供体制の負荷を減らすため、引き続き、県民の皆さん、事業者の皆

さんの御理解と御協力をよろしくお願いします。                      


